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2024年12月期第2四半期（中間期）
業績のご報告
（2024年1月1日～2024年6月30日）

株 主 通 信

代表取締役社長

To Our Shareholders 株 主 ・ 投 資 家 の 皆 さ ま へ

　第54期（2024年1月1日から2024年12月31日まで）
の中間連結会計期間（以下上期）における世界経済は概
ね堅調に推移しました。先進国の金融引き締めによりイ
ンフレが落ち着きつつある一方、ウクライナや中東の紛
争や中国経済の先行きに対する懸念が景気を停滞させ
る要因となりました。半導体市場では、AIサーバーへの
投資意欲が旺盛であったことから、HBM（高性能メモ
リ）を中心にメモリ半導体の需要が高まりました。また、
汎用DRAMにおいてもメモリ半導体メーカーの減産によ
る在庫調整で需給バランスが改善し、製品価格の上昇
が市場の回復に寄与しました。ノンメモリ半導体におい
ても、AI半導体であるGPU（画像処理半導体）の需要
が高まりましたが、車載半導体や産業機器向けなどの回
復は遅れています。FPD市場は、一部パネル需要が上向
いているものの、全体的な市況回復には時間がかかる模
様です。

　第54期上期のプローブカード事業は、第53期第3四半期から続く
HBMを中心としたDRAMの高い需要が継続したことにより、過去最
高の売上と利益を達成しました。また、第1四半期および第2四半期
で過去最高の受注高を更新し、下期に向けて好調な結果となりました。
TE事業については、テストソケットなど検査機器の販売が好調であっ
たことから、売上高は前年同期比で増収となりました。しかし、TE事
業は当上期においてもセグメント損失を計上しており、収益性の改善
が優先的に取り組むべき課題となっています。一方で、新製品の開発
など将来に向けた戦略投資を加速したことにより、研究開発費を中心
に販管費が増加しました。
　これらの結果、第54期上期の連結業績は、売上高26,171百万円（前
年同期比54.1%増）、営業利益5,764百万円（前年同期比229.3％増）、
経常利益5,806百万円（前年同期比270.0％増）、親会社株主に帰属す
る中間純利益3,685百万円（前年同期比222.4％増）となりました。

株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。

市場について 業績について



のなか、当社グループは増大するメモリ向け需要の取
り込みに注力すると同時に、「MEMS-V」などノンメモ
リデバイス向けプローブカードの拡販に努めました。
この結果、経営成績はすべての指標で前年同期を上回
りました。新製品の開発や生産能力の拡充など、過去
数年の取り組みが好業績として結実した半期だったと
受け止めています。

Q 生成AI領域におけるMJCの強みと
事業拡大戦略をご説明ください。 　

A
　ここ数年、多彩なコンテンツを創造できる生
成AIの市場拡大に伴い、米国や韓国を中心に大
手半導体メーカーの設備投資が活発化してきま

した。生成AIに不可欠なGPU向けロジックICおよび
HBMの需要も急速に拡大しています。当社が無限の可
能性を秘めた生成AIのビジネスに参画できたことは、こ
れまで展開してきた先進的な研究開発と生産体制の最適
化への取り組みが、半導体業界から高く評価されている
ことの証だと感じています。生成AIのビジネスは立ち上
がったばかりであり、当社グループは業界の動向を注視
しつつ、生成AIの進化を支える新技術、新製品の開発を
通じて新たな市場の創出をリードしていきます。

Q 2024年1月に中期経営計画『FV26』が
スタートしました。現在の取り組み状況と
今後への手応えをお聞かせください。 　

A
　2026年を最終年度とする『FV26』では、メ
モリ向けプローブカードの圧倒的シェアを維持
するとともに、ロジック向けプローブカードな

らびにTE事業の基盤強化と実効性のある将来投資を通

Q ＜資本コストと株価を意識した経営＞の実現に
向けて、どのような取り組みを進めていますか。　

A 　当社グループは、資本の効率的な配分・活用
を通じて企業価値の向上を図っています。具体
的には、中長期の視点に立って実効性のある成

長投資を実行するとともに、安定的かつ継続的な配当
により株主還元の一層の充実に注力しています。ステー
クホルダーの皆さまとの対話の深化も、企業実態を反
映した適正な市場評価を獲得するために必要不可欠な
取り組みです。機関投資家向けの説明会や青森工場の
見学会など、さまざまな機会を捉えてオープンな対話
を継続し、ステークホルダーの皆さまの理解と共感の
喚起に努めています。

Q 最後に、株主の皆さまにメッセージを
お願いします。 　

A  　当社はお客さま、株主の皆さま、地域社会、
当社社員など、さまざまなステークホルダーの
意思と利益を尊重しながら事業活動を進めてき

ました。2024年7月に日本経済新聞が発表した、社員
の賃上げと高成長を両立した「好循環型企業ランキング」
において、当社は全プライム企業のなかで23位にラン
キングされています。これは、当社がバランスの取れた
経営を実践していることの表れであり、優れた人財の獲
得にも寄与するものと受け止めています。
　半導体市場は第54期下期も堅調に推移することが予想
されます。当社は業界の動向と市場の変化を見据えながら、
新製品開発と生産能力増強の取り組みを機動的に実行し、
中長期にわたる持続的な成長と株主価値の最大化を追求
してまいります。株主の皆さまには、これまでと同様の
ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ありたい”、そうした思いを表しました。「私たちの大切
なもの」については、従来の「QDCCSS」に加え、さら
なる成長への原動力として「QDCCSS 2.0」を制定してい
ます。これらを原動力とし、「MJCの使命」と「MJCの
目指す姿」を実現していきます。

Q 2024年3月に企業理念を改定し、
サステナビリティ方針を制定されました。
その背景と狙いを教えてください。

A
　当社はこれまで、2003年に策定した独自の総
合管理システム「QDCCSS」と2007年に制定

（改定）した企業理念を指針に事業活動を行って
きました。しかし、いわゆるガラケーがスマートフォン
に取って代わられたように、日本と世界の産業社会は刻々
と変化しており、その中で半導体市場の成長も一段と加
速しています。当社グループが今後も継続的に成長して
いくためには、時代の変化を反映した新たな企業理念体
系を構築し、ステークホルダーと共有することが不可欠
だと考えました。
　企業理念の改定に当たっては、創業者の精神を継承
しつつ、MJCの使 命（MJC Mission）、MJCの目指す
姿（MJC Future Vision）、私たちの大切なもの（Our 
Values）を明確化しました。当社の目指す姿は、新たに

「MJC YOUR Best Partner, MJC Anytime Anywhere」
とし、“当社がステークホルダーの皆さまのベストパート
ナーを目指したい”、“いつでもどこでも選ばれる存在で

　また、地球環境と経済社会の持続可能性に対する貢
献を重要な経営課題と位置づけ、4つのテーマから成る
サステナビリティ方針を定めました。これからの当社は、
経済的な成長と社会的価値の創造を両立させることを目
指し、全社員が一丸となって取り組んでまいります。こ
の新たな方向性が、より良い未来を切り開く力となるこ
とを信じています。

Q 第54期上期の事業環境と経営成績を
総括してください。 　

A
　当上期は、ウクライナや中東における不安定
な情勢、半導体をめぐる米中の摩擦、世界的な
インフレの進行など、さまざまな事象が交錯し

た半年間でした。半導体市場においては、生成AI向け
のデバイスに搭載されるHBMへの需要が拡大するなど、
比較的良好な事業環境が継続しました。こうした状況

じて、市場成長率を上回る成長を目指しています。また
成長の機会として、人財の育成と活用、サステナビリ
ティへの取り組み、DXの推進に経営資源を積極投入す
ることを重点施策のひとつとして打ち出しました。当社
の主力であるメモリ向けプローブカードに関しては、
2023年11月に韓国MEKの新工場が竣工したことに加え、
2025年の稼働開始に向けて青森工場新棟の建設が進ん
でいます。メモリ向けプローブカードに対する旺盛な需
要は今後も継続すると見ており、韓国および青森におけ
る生産能力増強は、増大する需要を的確に取り込むため
の布石として大きな意味を持つものと考えています。

Q 『FV26』の目標達成に向けて、
特に対処すべき経営課題を教えてください。 　

A 　人的資本の強化、サステナビリティへの取り
組み、そしてDXの推進の3点が、当社が優先的
に取り組むべき経営課題だと認識しています。

人的資本に関しては、社員の存在があっての日本マイク
ロニクスだと考えていますので、引き続き、海外の現地
法人も含めて人財の教育と登用に力を注いでいく方針
です。当社は、「QDCCSS 2.0」に「S（Sustainability）」
を組み込んでいる通り、自然環境と産業社会の持続性
に貢献する取り組みを加速しています。2023年にはサ
ステナビリティ推進室を新設、取締役会の諮問機関で
あるサステナビリティ諮問委員会と歩調を合わせなが
ら、持続可能性の取り組みを進めています。DXについ
ては、経営企画戦略部のなかにDXを推進するための専
門チームを立ち上げ、デジタル技術を駆使して経営と
事業の効率化を図っています。当社はこれらの経営課題
に真摯に対応することで、これからも社会から必要とさ
れる企業グループを目指してまいります。
 

Top Interview ト ッ プ イ ン タ ビ ュ ー

良好な市場環境を追い風に、
新技術・新製品の開発と生産能力の増強に注力し、
中長期にわたる持続的成長を追求してまいります

MJCの使命
電子計測技術を通して
広く社会に貢献する

MJCの目指す姿
MJC YOUR Best Partner, 
MJC Anytime Anywhere

私たちの大切なもの
QDCCSS + QDCCSS2.0

サステナビリティ方針
1. 健全な発展を推進する企業
2. お客さまに信頼される企業
3. 環境と社会へ思いやりと
　  感謝を持って接する企業
4. 社員一人ひとりが
　  多様な力を発揮できる企業



Topics ト ピ ッ ク ス

台湾現地法人TMCの設立20周年
記念イベントを開催しました

SWTest 2024、
韓国半導体テスト学会に出展しました

Topics01

Topics03

　当社の台湾現地法人であるTMC（美科樂電子股份有限公司
Taiwan MJC Co., Ltd.）は設立20周年を迎えました。TMC
は台湾における当社製品の販売、一部製品の設計をおこなう
と同時に、現地顧客に寄り添い、修理・メンテナンスなどの
サポートを提供してきました。台湾のエレクトロニクス産業
の成長と共にTMCのビジネスも拡大し、社員数も大きく増加
しました。設立20周年を迎え、社員とその家族の参加による
記念イベントを実施し、長谷川社長や阿部専務も参加し盛大

にお祝いしました。
これからもTMCは、
MJCグループの一
員として、台湾の
経済や半導体産業、
お客様のために貢
献してまいります。

　6月3日～5日、カリフォルニアで開催された「SWTest2024」
にアメリカ現地法人MJC Electronics Corporationが出展し
ました。また、7月２日には「韓国半導体テスト学会」がソウ
ルでおこなわれ、韓国現地法人MEK Co., Ltd.が出展しました。
たくさんの方にMJCブースへお越しいただき顧客やサプライ
ヤー、半導体関係者の方々
とのコミュニケーションを
深めました。今後も国内外
の展示会や学会などへ参加
し、積極的にMJCをPRして
いきます。

「お仕事ノート」「お仕事ブック」に
協賛しました！Topics04

　小中学生の学習指導要領に定めら
れているキャリア教育の副教材「お
仕事ノート」「お仕事ブック」(東京都
武蔵野市・三鷹市・調布市版)に協賛
し、MJC本社が掲載されました。いろいろな
職業があることを知り、将来の進路選択のきっかけや、
地元企業にも興味を持ってもらうことを目的とした冊子です。
　MJCのページでは、東京本社で勤務する、コーポレート部門
と営業部門の社員の紹介を交え、半導体がどのようなところに
使われているかなど、小中学生にもわかりやすい記事にしてい
ます。今後も地域の発展とより良い社会に貢献してまいります。
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2023年のプローブカードシェアを
ご紹介しますTopics02

　プローブカードの2023年世界シェアが調査会社によってま
とめられ、2024年４月にリリースされました。
　プローブカード全体での当社シェアは12％で、昨年同様に
業界3位となりました。また、当社メモリ向けプローブカード
は、2022年と比較してDRAM向けのプローブカードの販売比
率が高まったことにより、市場シェアは40%に増加しました。
今期上期においても、引き続きDRAM向けプローブカードの
比率は高まっております。
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※各半期の実績は、百万円未満切り捨てで表記しております。

第54期 第3四半期累計予想 第54期通期予想

売上高 40,000 百万円 55,000 百万円
営業利益 8,700 百万円 11,600 百万円
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 5,800 百万円 8,300 百万円

Financial Highl ight 財 務 ハ イ ラ イ ト < 第 ２ 四 半 期 >

Earnings Forecast 業 績 予 想 （ 2 0 2 4 年 8 月 9 日 現 在 ）

About Stocks 株 式 事 務 に つ い て の ご 案 内

〒180-8508　東京都武蔵野市吉祥寺本町2-6-8
https://www.mjc.co.jp/

株主名簿管理人
連 絡 先

郵 送 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1 
電話0120-232-711（通話料無料）
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
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